
第２章 電脳せどり 
 
前章で、私が販売した商品をいくつか紹介しました。 
これらの商品は、そのほとんどを自宅で仕入れを行いました。 
 
具体的には、ヤフオクなどのネットオークションで仕入れてアマゾンで販売。 
このようなネット上の販売サイトの価格差を使って儲けを出す手法を 
 
 オンラインせどり 
 
と私は呼んでいます。読者さんからネーミングを募集して決めました。 
 
一般的に、このようなせどり手法は「電脳せどり」とも呼ばれるのですが 
「電脳」という言葉では、ネット上の価格差を使って稼ぐ意味が分かりにくいので 
「オンラインせどり」としました。 
 
今後は、オンラインせどりで統一していきますので、お付き合いください。 
 
 
ネット上には、様々な販売サイトがあります。 
 
・ヤフオク 
・モバオク 
・楽天市場 
・ビッダーズ 
・アマゾン 
 
他にも大手書店や音楽ショップ、小さなネットショップまで入れると 
それこそ無数に販売サイトは存在します。 
 
そして、それぞれの販売サイトの価格を比較していくと 
同じ商品であっても、販売価格に差があることがあります。 
 
 
我々が狙うのは、まさにその価格差ですね。 
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分かりやすくイメージにすると、次ページのような感じです。 



 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

                  
 
 
複数の販売サイトを比較していくと、アマゾンの販売価格が高い商品が多くあります。 
 
そこで本レポートでは、 
 
 ●アマゾンを販売先 
 ●その他の販売サイトを仕入れ先 
 
として、仕入れから転売までの流れを詳しく解説していきます。 
 
 
ネットで仕入れてネットで販売する手法・電脳せどりは、 
私が最も得意としている手法になります。 
 
様々な販売サイトから商品を購入してきて、アマゾンで販売を行っています。 
しかも、自宅から出ることなく♪ 
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：販売の流れ 



◆アマゾンユーザーは、アマゾンでしか買わない

 
さきほど、アマゾンの販売価格は、他のサイトよりも高い。 
ということをお伝えしました。 
 
勘の鋭いあなたなら、こんな疑問が浮かんでいることでしょう。 
 
 「アマゾンが高いのなら、お客さんは他のサイトで買うでしょう？」と。 
 
 
もちろん、各サイトの販売価格を比較して、安いサイトで購入する 
賢いお客さん（ユーザー）は存在します。 
 
存在しますが、そんなユーザーはごく一部なのです。 
ほとんどのユーザーは比較をせず、自分の使い慣れたサイトで買い物をします。 
 
 
ご自身も、そのような傾向がありませんか？ 
事実、私も買い物をするサイトは決まっています。 
 
仕事で使うインクであったり、マウスなどの消耗品はアマゾンで購入。 
出張で利用するホテルは、楽天トラベルで予約。 
 
他のサイトと比較すれば、安く買えるサイトもあるはずなんですが 
比較をすることもなく、使い慣れたサイトで購入、予約を済ませてしまいます。 
 
 
ヤフオクを使う人は、常にヤフオクで購入する。 
楽天市場を使う人は、常に楽天市場で購入する。 
アマゾンを使う人は、常にアマゾンで購入する。 
 
ということです。 
 
我々が狙うのは、まさにそこ！ 
アマゾンしか利用しない（高額品でも買ってくれる）ユーザーに 
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あなたの出品した商品を買ってもらうのです。 



◆オンラインせどりのメリット＆デメリット 
 
私はオンラインせどりが得意。ということを言いましたが、 
リアル店舗で仕入れも出来なくはありません。 
 
大阪や東京に出張へ行った際、時間を見つけて 
ブックオフや電器店で仕入れをしてホテル代や交通費を浮かせたりもします。 
 
※あくまで見込み利益での話です。 
 実際には、出張から帰ってきてから出品しますので、 
 見込んでいた利益より低くなることもあります。 
 
 
出張先で仕入れることで、出張費を浮かすことも出来るのですが、 
リアル店舗での仕入れがあまり好きではありません。 
 
なぜかというと、歩き回ると疲れるから（笑） 
歩き回ると、足の裏が痛くなるじゃないですか。あれが、嫌いなんです。 
 
それだったら、自宅でパソコンの前に座って、 
各サイトの価格差を見比べているほうがラクです。 
 
 
しかも、私が住んでいる鳥取県は田舎で、さほど仕入れをする店舗もありません。 
ですので、必然的にネットでの仕入れが多くなります。 
 
オンラインせどりのメリットは、田舎に居ても仕入れができることです。 
 
 
田舎に住んでいて、近所に TUTAYA などの CD ショップ、 
ブックオフが無くて、仕入れが出来ないという人はオンラインせどりを極めましょう！ 
 
都会に住んでいる人は、リアル店舗での仕入れもしつつ 
オンラインせどりの両刀を使えるようになると、売上も利益も安定しますよ。 
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オンラインせどりのデメリットとしては、仕入れる数が多くなると、 
頻繁に配送業者が家まで来ます。 
 
その度に、玄関先に行ってサインをすることになります。 
 
 
昼寝をしているときに、配送業者が来ることもあり、 
寝ぼけながら対応することもシバシバ（笑） 
 
これくらいのことをデメリットと言うかどうかは、各々の判断になりますが、 
デメリットとしては、このくらいです。 
 
 
◆オンラインせどりのステップ 
 
第５章で、実践編としてリサーチから仕入れ、アマゾンでの販売と 
オンラインせどりの具体的な方法を解説していきます。 
 
ここでは、大まかなステップだけお話しておきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
たったこれだけです。簡単でしょ？ 
それでは、次章より１つずつ解説していきます。 
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ステップ１：アマゾンと各サイトの販売価格を比較する 
 
ステップ２：利益基準などを満たした商品のみを仕入れ 
 
ステップ３：アマゾンで販売 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


